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戸
田
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り
が
10
月

２
日
、
戸
田
小
学
校
校
庭
で
開

か
れ
ま
し
た
。
い
わ
て
国
体
と

同
日
開
催
と
な
っ
た
今
年
も
、

県
外
か
ら
も
多
く
の
行
楽
客
が

集
ま
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な

ん
だ
彩
り
鮮
や
か
に
飾
ら
れ
た

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
か
ぼ
ち
ゃ
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
恒
例
の
１
歳
児

一
升
餅
背
負
い
歩
き
大
会
が
行

わ
れ
、
一
升
餅
を
物
と
も
せ
ず

一
人
で
歩
き
通
す
幼
児
や
、
泣

き
出
す
幼
児
な
ど
が
会
場
を
沸

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ー
リ
ン
グ
の
ボ
ー
ル
を
か

ぼ
ち
ゃ
に
持
ち
替
え
、
約
５
ｍ

先
に
置
か
れ
た
水
の
入
っ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
倒
す
、
か
ぼ

ち
ゃ
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
は
、

真
っ
す
ぐ
転
が
ら
な
い
か
ぼ

ち
ゃ
に
悪
戦
苦
闘
。
思
わ
ぬ
方

向
に
転
が
る
か
ぼ
ち
ゃ
や
、
多

く
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
倒
す
投

球
が
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

重
量
の
部
で
は
、
関
口
ハ
ル

ミ
さ
ん
（
戸
田
上
）
の
か
ぼ
ち
ゃ

が
２
３
９
Kg
で
見
事
優
勝
。
歴

代
２
位
に
入
る
ほ
ど
の
重
さ
で
、

歴
代
５
位
ま
で
に
３
人
が
入
る

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
年
と
な
り
ま
し

た
。
景
観
賞
で
は
、
団
体
の
部

で
戸
田
上
３
班
が
１
位
、
個
人

の
部
で
東
井
京
子
さ
ん
（
戸
田

下
）
が
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
味

か
ぼ
ち
ゃ
で
培
う

　
　
地
域
の
絆

の
店
が
出
店
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

や
お
し
る
こ
、
そ
ば
や
田
楽
餅
、

鮎
の
塩
焼
き
や
か
ぼ
ち
ゃ
ド
ー

ナ
ツ
な
ど
多
数
販
売
さ
れ
、
来

場
者
は
店
を
は
し
ご
を
し
な
が

ら
お
腹
を
満
た
し
満
足
そ
う
で

し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
の
前
後
１
週
間

は
戸
田
上
・
下
地
区
の
沿
道
に

装
飾
か
ぼ
ち
ゃ
が
並
べ
ら
れ
、

通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
車
を

止
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
か
ぼ
ち
ゃ

を
見
入
っ
た
り
、
家
族
で
写
真

を
撮
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

優勝したジャンボかぼちゃの上でハイ、チーズ

お母さん、がんばって～（かぼちゃボーリング大会）

さあ、お姉ちゃんと一緒に行くよ（１歳児一升餅背負い歩き大会）

困ったな～、そんなに泣かないでよ～

2



3 広報くのへ◦2016（Ｈ28）11月

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
強
化
月
間

【
各
種
相
談
窓
口
】

■
児
童
家
庭
相
談
窓
口
…
役
場

住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
・
村

保
健
セ
ン
タ
ー
・
村
教
育
委
員

会
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
０
２
）

■
高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口
…
役

場
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
０
２
）

■
振
興
局
相
談
窓
口
…
県
北
広

域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
二

戸
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
２
８
）

■
児
童
相
談
所
…
県
福
祉
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
（
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９
）

　
児
童
虐
待
相
談
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
命
が
奪
わ

れ
る
重
大
な
事
件
も
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
児
童
虐
待
問

題
は
、
親
や
家
族
だ
け
の
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
と
家
族
を
見
守
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

■
虐
待
が
与
え
る
子
ど
も

の
心
へ
の
影
響

　

自
分
を
大
切
に
思
え
ず
、
心

に
受
け
た
傷
に
一
生
苦
し
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、
子
ど
も
に

は
耐
え
難
い
苦
痛
や
な
す
す
べ

■
虐
待
と
し
つ
け
の
違
い

　

虐
待
と
し
つ
け
の
間
に
は
う

ま
く
線
引
き
で
き
な
い
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
存
在
し
ま
す
が
、
専

門
家
の
見
解
で
は
「
し
つ
け
」

と
は
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
社

会
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
を

身
に
付
け
る
よ
う
に
働
き
か
け

る
こ
と
で
す
。
過
剰
な
教
育
や

厳
し
い
し
つ
け
に
よ
っ
て
子
ど

も
の
心
や
体
の
発
達
が
阻
害
さ

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
虐
待
と

捉
え
ら
れ
ま
す
。

■
児
童
虐
待
相
談
の
現
状

　

児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
相
談

は
全
国
的
に
毎
年
増
加
の
一

途
で
、
平
成
26
年
度
の
８
万 

■
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
の
取
り
組
み

　

厚
生
労
働
省
は
、
16
年
度
か

ら
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
11
月
を

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と

位
置
付
け
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社

会
的
関
心
を
高
め
る
た
め
、
児

童
虐
待
防
止
に
向
け
集
中
的
に

広
報
・
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み

を
全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら

迷
わ
ず
通
告
を
！

の
な
い
無
力
感
を
味
わ
う
こ
と

だ
と
言
え
ま
す
。

　

親
や
養
育
者
か
ら
、
お
前
は

だ
め
だ
、
い
ら
な
い
子
だ
と
言

わ
れ
続
け
た
子
に
は
自
身
の
存

在
を
肯
定
で
き
な
く
な
り
、
非

常
に
低
い
自
己
評
価
が
特
徴
的

・
体
に
殴
ら
れ
た
よ
う
な
あ
ざ

や
切
り
傷
を
つ
け
た
子
ど
も
が

い
る
。

・
汚
れ
た
衣
服
を
着
て
食
事
を

与
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
子

ど
も
が
い
る
。

・
小
さ
な
子
ど
も
だ
け
を
残
し

て
両
親
が
い
つ
も
外
出
し
、
食

事
や
世
話
を
十
分
に
し
て
い
な

い
…
。

あ
な
た
の
通
告
が
親
子
を
救
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

８
９
３
１
件
か
ら
平
成
27
年
度

に
は
10
万
３
２
６
０
件
と
16
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岩

手
県
に
お
い
て
も
平
成
26
年
度

の
４
７
４
件
か
ら
平
成
27
年
度

に
は
６
７
２
件
と
４
％
強
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
表
れ
ま
す
。
自
分
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
人
や
居
場
所
を
見

つ
け
ら
れ
ず
自
殺
を
思
い
詰
め

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
、
社
会

に
出
て
か
ら
人
間
関
係
を
う
ま

く
作
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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歳
入

村
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

44
億
１
０
６
１
万
円
の
使
い
道

　
平
成
27
年
度
の
村
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
の
村
議
会
定
例
会
で
審

査・認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、１
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
入
り
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
負

担
し
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
村
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の

か
。
村
の
「
家
計
簿
」
と
も
い
え
る
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
の

総
額
は
44
億
１
０
６
１
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
億
８
０
３
９
万

円
（
４・
３
％
）
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
項
目
別
で
は
、
地
方
交
付
税
が

22
億
３
１
０
２
万
円
。
前
年
度
よ
り

１・３
％
増
と
な
り
歳
入
全
体
の
50
・

６
％
を
占
め
、
自
主
財
源
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
村
債
の

４
億
７
６
７
０
万
円
で
前
年
度
と
比

較
す
る
と
10
・
２
％
の
増
。
３
番
目

が
村
税
の
４
億
６
５
３
２
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
村
税
は
、
法
人
村
民
税

が
１
３
１・４
％
増
加
す
る
な
ど
、
全

体
で
５・９
％
（
２
５
８
３
万
円
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
や
諸
収
入
な
ど
村
が
独

自
に
確
保
し
た
自
主
財
源
は

８
億
３
３
３
３
万
円
で
、
歳
入
全
体

の
18
・
９
％
、
前
年
度
を
０・
４
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
地

方
交
付
税
や
補
助
金
、
村
債
な
ど
依

存
財
源
は
35
億
７
７
２
８
万
円
で
歳

入
全
体
の
81
・
２
％
と
な
り
、
村

民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

58
万
５
４
８
０
円
で
、
昨
年
よ
り

３
万
０
９
６
７
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

※
平
成
28
年
３
月
末
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

人
口
６
１
１
０
人
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

交
付
税
が
50
％
占
め
る

歳入  44億1,061万円

◎一般会計歳出決算額の推移
（　　）内は対前年度比

決
算
の
用
語

地
方
交
付
税
▽
全
国
の
市
町
村
の

サ
ー
ビ
ス
が
一
定
水
準
に
な
る
よ

う
に
、
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金
▽
事
業
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
の
よ
う
に
、
使
い

道
を
特
定
し
て
国
や
県
か
ら
支
出

さ
れ
る
お
金

村
債
▽
村
が
計
画
的
に
国
な
ど
か

ら
借
り
る
お
金

繰
入
金
▽
積
立
金
か
ら
取
り
崩
し

た
お
金

諸
収
入
▽
預
金
利
子
や
雑
収
入
な
ど

公
債
費
▽
村
債
の
元
金
・
利
子
の

返
済
に
充
て
る
お
金

目
的
別
経
費
▽
歳
出
を
そ
の
行
政

目
的
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
。

総
務
費
、
民
生
費
、
農
林
水
産
業

費
な
ど

性
質
別
経
費
▽
歳
出
を
経
済
的
性

質
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
。
人

件
費
、
物
件
費
、
扶
助
費
な
ど

その他
1億6,748万円

（3.8％）

地方消費税交付金　1億907万円（2.5％）
  地方譲与税　4,840万円（1.1％）
    自動車取得税交付金　603万円（0.2％）
       配当割交付金　108万円（0.0％）
        株式等譲渡所得割交付金　91万円（0.0％）
         地方特例交付金　81万円（0.0％）
            交通安全対策特別交付金　60万円（0.0％）
               利子割交付金　58万円（0.0％）　

歳入

村税
4億6,532万円

（10.6％）

その他
3億6,801万円

（8.3％）

地方交付税
22億3,102万円

（50.6％）

国庫支出金
3億3,174万円

（7.5％）

村債
4億7,670万円

（10.8％）

県支出金
3億7,034万円

（8.4％）

依
存

財源 81.1％

自主財源18.9％
繰越金　1億8,831万円（4.3％）
  諸収入　9,354万円（2.1％）
    使用料及び手数料　6,288万円（1.4％）
      分担金及び負担金　1,168万円（0.3％）
        財産収入　601万円（0.1％）
          繰入金　398万円（0.1％） 
            寄附金　161万円（0.0％）

一
般
会
計
決
算
の
内
訳

平成27年度
決算報告

25

22

23

24

0 10 20 30 40 50 

41億9,788万円（1.3％）

億円 

年度 

26

38億1,584万円（△9.1％）

41億6,065万円（2.9％）27

40億4,391万円（6.0％）

41億4,230万円（△8.0％）

45億　268万円（15.9％）
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歳
出

人件費
5億3,756万円

（12.9％）

投資的経費
6億8,999万円

（16.6％）

補助費
5億1,846万円

（12.5％）

積立金
4億9,004万円

（11.8％）

維持補修費　    416万円（0.1％）
投資・出資・貸付金200万円（0.1％）

公債費
3億9,736万円

（9.6％）

扶助費
3億6,116万円

（8.7％）

物件費
7億5,038万円

（18.0％）

繰出金
4億954万円
（9.8％）

　（16.6％

）

投 資 的 経 費

　　　　　
　

　
　

　
　

　
　　　　　その他

の
経

費（
52

.2％）   義務的経費（
31.2％

）

歳出

③

⑦

前
年
度
比
３
％
増

　

歳
出
（
村
が
使
っ
た
お
金
）
の

総
額
は
41
億
６
０
６
５
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
億
１
６
７
４
万

円
（
２・
９
％
）
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
村
民
一
人
当
た
り
で
、

68
万
９
５
７
円
が
使
わ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
物
件
費
が

７
億
５
０
３
８
万
円
で
歳
出
全
体

の
18
％
を
占
め
、
前
年
度
よ
り
０
・

７
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

物
件
費
は
村
が
業
務
を
遂
行
す
る

際
に
支
出
す
る
消
費
的
経
費
で
す

が
、
緊
急
雇
用
対
策
な
ど
の
賃
金
、

需
用
費
、
備
品
購
入
費
、
委
託
料

特別会計の決算状況
会 計 名 歳　入 歳　出 差 引 額

国民健康保険 8億6,112万円 8億6,026万円 86万円
後期高齢者医療 5,256万円 5,255万円 1万円
農業集落排水事業 2,854万円 2,698万円 156万円
下水道事業 1億3,919万円 1億3,404万円 515万円
索 道 事 業 1,941万円 1,940万円 1万円
戸田財産区 1,442万円 1,340万円 102万円
伊保内財産区 1,387万円 1,199万円 188万円
江刺家財産区 762万円 580万円 182万円
合　　計 11億3,673万円 11億2,442万円 1,231万円

水道事業会計の決算状況
１　収益的収入支出（経営成績）
●収入　1億3,176万円　●支出　1億2,488万円　●総利益　688万円

２　資本的収入支出（施設整備費および企業債償還金）
●収入　325万円　　　●支出　5,055万円
※収入不足の4,730万円については、過年度分損益勘定留保資金2,877万
円と当年度分損益勘定留保資金1,809万円および消費税資本的収支調
整額44万円で補てんしました。

歳出    41億6,065万円

平成27年度の主な事業（一般会計）

総
務
費

定期バス路線運行維持対策事業 1,867万円
財政調整基金積立金 4億8,987万円
緊急雇用創出事業 3,765万円
再生可能エネルギー等導入事業 1億3,079万円

民
生
費

あったか生活支援事業 411万円
重度心身障害者医療費助成 1,293万円
障害福祉サービス給付事業 1億2,083万円
国民健康保険特別会計繰出金 5,740万円
後期高齢者療養給付費負担金 5,751万円
二戸広域組合負担金（介護保険） 1億1,708万円
医療費給付（老人・乳幼児・妊産婦・ひとり親） 1,104万円
児童手当給付事業 7,890万円
保育園運営費（人件費除く） 7,916万円

土
木
費
除雪事業費 867万円
道路新設改良事業 1億3,220万円

公
債
費
長期債元金償還金 3億5,870万円
長期債利子償還金 3,867万円

教
育
費

スクールバス運行事業 2,266万円
学校給食施設運営費（材料費など） 8,101万円
住みたくなる地域づくり活動支援事業 894万円
索道事業特別会計への繰出金 1,635万円
体育施設管理運営費 1,789万円
総合運動場整備工事 2,490万円

消
防
費

常備消防費（二戸広域負担金など） 2億1,439万円
非常備消防費（団員報酬、訓練費など） 2,677万円
防災行政無線システム整備工事 1億908万円

農
林
水
産
業
費

農道改良整備事業 2,425万円
農業生産基盤整備事業 1,093万円
多面的機能直接支払交付金 2,890万円
青年就農給付金事業 1,775万円
農業集落排水事業特別会計への繰出金 2,400万円
中山間直接支払事業 865万円

衛
生
費
健診委託料など 1,358万円
ごみ、し尿処理（二戸広域負担金など） 6,717万円

商
工
費
プレミアム商品券発行事業補助金 810万円
ふるさと振興公社委託事業費 1,284万円

な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
最

近
は
シ
ス
テ
ム
機
器
の
導
入
に
伴

い
、
維
持
管
理
に
係
る
委
託
料
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
や
防
災
行

政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
工
事
、

道
路
改
良
工
事
な
ど
の
投
資
的
経

費
６
億
８
９
９
９
万
円
で
前
年
度

比
５・６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費（
人
件
費
、扶
助
費
、

公
債
費
）
の
割
合
は
歳
出
全
体
の

31
・
２
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
・

２
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

岩手北部広域環境組合の決算状況
会 計 名 歳　入 歳　出 差 引 額

一 般 会 計 123万円 123万円 0万円
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

をし、頂上で記念に１枚

周囲の景色を楽しみながら就志森を
全校で登山しました

きれいな山野草を見つけたよ

戸田小学校で就志森登山
大自然とふれあい楽しむ
　10月５日、戸田小学校の全校児童59人は就志森を登山し
ました。村山友会の協力を得て、毎年行っているこの就志森
登山。今年も１年生～６年生が山野草を楽しみながら登山し
ました。１人も脱落することなく、全校59人が無事登りきる
ことができました。頂上では、楽しみにしていた昼食タイム。
おいしい空気を体いっぱいに浴び、周囲の山々を眺めながら、
友達と楽しく食べていました。

熊野館公園にある東屋前で太鼓演舞を披露

熊野館公園紅葉まつり
九戸の秋を満喫
　熊野舘公園において10月16日、紅葉まつりが行われました。
平成26年に同公園を整備し、２回目となる今年は秋晴れにも
恵まれた青空の下、地域内外の人が集まり九戸の秋を楽しみ
ました。まつりには政實太鼓も駆け付け、迫力ある太鼓演舞
が会場を盛り上げていました。その後は来場者全員にお振る
舞いの提供。豚汁や焼き鳥、やきそばが無料で振る舞われま
した。来場者は紅葉が始まった木々を楽しみながら、心も温
まる振る舞いを堪能していました。

みんなで楽しむ健康づくり
ウォーキングで健康生活
　みんなで楽しむ健康づくりが10月16日、ＨＯＺホールで開
かれました。３年目となる今年は村民67人が参加。日本ウォー
キング協会公認指導員でもある橋本純子さんを講師に招いて、
最初にウォーキング講話を実施。ウォーキングをするときの注
意点などについて説明しました。その後、実際に村役場から九
戸神社入り口までのウォーキングを実践。学んだポイントに注
意しながら、約１時間かけて４kmのウォーキングを行いました。
ウォーキング後の参加者の表情は清々しく、満足そうでした。

会話や景色を楽しみながらウォーキングに汗を流しました
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戸田小学校全校59人が就志森に登山

就志森の頂上でＦＭ出演をする山下
櫻子さん（６年・左）

受賞を喜ぶ夏井嘉一郎さん（右）

緑化功労者表彰
夏井嘉一郎さんに栄誉
　夏井嘉一郎さん（伊保内上）が９
月29日、公益社団法人国土緑化推進
機構理事長から感謝状を贈呈されま
した。
　夏井さんは平成13年に森林環境教
育の指導者として、いわて森の達人
に認定。自然学習で培う知識や知恵
を伝承することで児童の人づくりに
尽力するなど、地域の活性化などに
大きく貢献していることがたたえら
れ受賞となりました。
　さらに、夏井さんには東北・北海
道地区緑化推進協議会から会長表彰
も合わせて贈呈されました。

瀬月内川流域収穫祭
売り切れ続出大盛況
　旧宇堂口小学校体育館において10月16日、瀬月内川流域
収穫祭が行われました。先着150人に新米がプレゼントされ
るということもあり、多くの来場者が集まりました。会場に
は直売所が開設され、新米や野菜、やきそばや焼き鳥などが
販売されました。中でもやきそばや焼き鳥、おにぎりなどは
販売開始から１時間もたたずに売り切れとなる盛況ぶりでし
た。また、伊保内高校郷土芸能委員会の皆さんが駆け付け、
江刺家神楽を披露。全国大会への出場を決めた迫力ある演舞
が会場を盛り上げていました。

川向部落会でお寺寄席
小話が笑顔を創造
　９月26日、円通寺でお寺寄席が行われました。川向部落
会が主催し14回目となる今年は、二代桂小文治さんと春風
亭昇々さんをゲストに迎え、生で落語を楽しみました。会場
には村内外から約70人が集まり、落語家によるユニークな小
話が笑いを作り、来場者からは終始笑顔がこぼれていました。
また、会場脇では出張販売による珈琲が販売され、来場者は
香り豊かな本場の珈琲を楽しんでいました。また、売上金は
熊本地震の義援金としてすべて寄付されました。全国大会出場を決めた伊保内高校郷土芸能委員会が江刺家神楽を演舞

落語を楽しみ笑いがこぼれる来場者たち
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秋
季
交
通
功
労
者
表

彰
式
が
10
月
14
日
、
二
戸

市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

村
出
身
の
受
賞
者
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
交
通
栄
誉
章
「
緑
十

字
銅
章
」
全
日
本
交
通

安
全
協
会
長
表
彰

▽
交
通
功
労
者　

安
藤

サ
チ
子

２団体８名が受賞

　

人
権
擁
護
委
員
に
細
川
育
子

さ
ん
（
細
屋
）
が
新
た
に
選
出

さ
れ
10
月
６
日
、
村
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
委
任
状
の

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
番
澤
浩
全
さ
ん
（
戸
田
下
）

も
再
任
さ
れ
、
２
人
の
任
期
は

平
成
31
年
９
月
ま
で
の
３
年
間

と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
日
は
、
今
ま
で

６
年
間
同
委
員
を
務
め
て
い
た

野
辺
地
幸
代
さ
ん
（
田
代
）
に

感
謝
状
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

細
川
育
子
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
に
選
出
さ
れ
た

細
川
育
子
さ
ん
（
右
）

　

九
戸
村
で
交
通
死
亡
事
故
が

２
年
間
な
か
っ
た
こ
と
を
た
た

え
、
10
月
17
日
、
役
場
村
長
室

に
お
い
て
交
通
安
全
関
係
者
が

出
席
す
る
中
、
二
戸
警
察
署
か

ら
本
村
へ
賞
賛
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

二
戸
警
察
署
の
小
野
寺
啓ひ
ろ
や
す泰

署
長
が
「
今
後
も
継
続
し
、
５

年
間
を
達
成
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
の
言
葉
を
述
べ
、
五
枚
橋

久
夫
村
長
へ
賞
賛
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
年
達
成

■
岩
手
県
警
察
本
部
長
・
岩
手
県

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

▽
優
良
交
通
団
体　
県
北
自
動
車

㈱
一
戸
営
業
所
伊
保
内
支
所　
▽

交
通
功
労
者　
岩
本
幸
広　
▽
優

良
運
転
者　
七
戸
一
條　
南
英
一

■
二
戸
警
察
署
長
・
二
戸
地
区
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

▽
優
良
交
通
団
体　
有
限
会
社
千

葉
建
築　
▽
交
通
功
労
者　
本
地

春
彦　
▽
優
良
運
転
者　
岩
崎
由

秋　
下
村
吉
信　
三
春
ナ
ミ
エ

　

村
内
郵
便
局
長
杯
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
10
月
８
日
、

村
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
村
内
外
か
ら
16
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
予
選
リ
ー
グ
の
後

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
順
位
を

競
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
大
き

な
応
援
を
力
に
、
懸
命
に
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
競
技

の
結
果
、
上
位
成
績
は
次
の
通
り

で
す
。①
宿
戸
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ（
洋

野
町
）
②
戸
田
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
生
バ
レ
ー  

戸
田
が
２
位

最
後
ま
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

準
優
勝
し
た
戸
田
ジ
ュ
ニ
ア

安藤サチ子さんに緑十字銅章

九戸村へ賞賛状が贈呈されました

　

村
少
年
野
球
新
人
大
会
が
10

月
10
日
、
ナ
イ
ン
ズ
球
場
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
か
ら
３

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
総
当
た
り

に
よ
っ
て
優
勝
が
争
わ
れ
ま
し

た
。
新
チ
ー
ム
と
な
り
初
の
公

式
戦
と
な
っ
た
本
大
会
で
、
選

手
た
ち
は
諦
め
ず
最
後
ま
で
試

合
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
戸
田
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
が
見
事
優
勝
に
輝
き
、

２
位
は
銀
杏
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま

し
た
。 戸

田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
優
勝

見事優勝に輝いた戸田ファイターズ
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冬
部　

雪
女

肌
寒
や
カ
ル
テ
見
る
医
師
目
の
険
し

秋
耕
や
働
け
る
こ
と
感
謝
し
て

鬼
灯
や
遠
き
思
い
出
た
ぐ
り
寄
せ

手
間
ひ
ま
を
か
け
て
炊
き
け
り
栗
ご
は
ん

薄
味
に
馴な

れ
て
息
災
秋
さ
や
か

田
村　

畦
畔

肌
寒
や
下
着
一
枚
多
く
し
て

食
べ
て
み
て
そ
れ
か
ら
買
え
と
ぶ
と
う
売
り

香
り
満
つ
松
茸
ご
は
ん
二
階
ま
で

天
高
し
血
圧
計
り
畑
仕
事

夕ゆ
う

餉げ

に
は
簡
単
大
好
き
菊
な
ま
す

渡　
　

赤
藤

鬼
灯
や
心
の
奥
に
ほ
の
ぼ
の
と

肌
寒
く
朝
一
番
に
姑は

は

の
部
屋

秋
耕
や
期
待
感
謝
の
音
を
な
す

菅
野　

岑
子

野
茨
の
花
の
白
さ
に
あ
る
郷
愁

ジ
ャ
ズ
流
れ
受
け
付
け
早
き
村
役
場

お
い
ら
ん
草
男
世
帯
の
庭
な
り
し

ふ
た
り
ゐ
て
語
る
と
て
な
き
夕
涼
み

群
れ
咲
い
て
ほ
た
る
袋
の
花
明
し

高
島
ふ
み
女

膝
の
骨
一
瞬
ご
き
っ
と
肌
寒
し

節
く
れ
は
農
夫
の
誇
り
秋
耕
す

鬼ほ
お

灯ず
き

や
童
心
一
気
に
甦
よ
み
が
える

米
寿
と
や
帯
の
引
き
立
つ
秋
袷

あ
わ
せ

水
洗
い
す
る
秋
茄
子
の
つ
い
と
浮
く

天
高
し
い
の
ち
の
旅
路
幸
あ
れ
と

国
体
や
村
の
球
場
菊
香
る

舘
村　

青
村

老
体
を
ね
ら
う
病
魔
や
肌
寒
し

秋
耕
の
畑
く
ろ
ぐ
ろ
と
真
っ
平

舞
い
お
り
て
鷺さ

ぎ

舞
い
あ
が
る
刈
田
か
な

山
峡
の
落ら

っ

暉き

早
や
ま
る
神
無
月

悶も
ん

悶も
ん

と
今
日
も
暮
れ
た
り
秋
の
雨

傘
寿
と
や
一
汁
一
菜
に
今
年
米

【
九
月
席
題
詠
よ
り
】

一
日
の
過
ぎ
ゆ
く
早
さ
秋
落
暉　
　
　
（
雪　

女
）

悠
悠
と
雲
の
過
ぎ
ゆ
く
台
風
過

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
南
瓜
不
敵
に
笑
い
お
り（
ふ
み
女
）

長
き
夜
や
明
日
に
届
か
ぬ
う
ち
に
覚
め

美
味
な
り
し
母
に
捧
げ
し
栗
ご
は
ん　
（
畦　

畔
）

台
風
禍か

誰
に
ぶ
つ
け
る
こ
の
怒
り

　
32
歳
ぐ
ら
い
か
ら
67
歳
ま
で
、
東
京

都
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
、
下
水
道
菅
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
毎
日
、
ワ
ン
カ
ッ
プ
１

本
の
晩
酌
が
楽
し
み
だ
ね
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
し
て
、
気
楽
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
こ
と
が
元
気
の
秘
け
つ
だ
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
友
達
と
会
っ

て
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
昔
の
思
い
出

話
を
す
る
の
が
楽
し
み
だ
よ
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
好
き
な
こ
と

を
し
て
い
る
、
今
が
一
番
幸
せ
だ
ね
。

　

建
設
業
で
８
年
ぐ
ら
い
働
き
、
子
ど
も

２
人
と
家
族
４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
子
ど
も
た
ち
と
遊

ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
休
み
の
日
は
？　
近
所
で
遊
ん
だ
り
散

歩
を
し
た
り
と
、
家
族
と
一
緒
に
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
子
ど
も
の
成
長

を
見
る
こ
と
と
、
奥
さ
ん
の
手
料
理
を
食

べ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
家
を
建
て
て
、
家
族

を
増
や
し
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご

し
た
い
で
す
ね
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
︑
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
︒



10

婦
人
バ
レ
ー  

声
掛
け
合
い
熱
戦

池
田
八
重
子
さ
ん
ブ
ロ
ッ
ク
１
位

和気あいあいとプレーを楽しみました

協
力
し
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
ま
し
た

村
学
校
保
健
安
全
講
演
会

国
体
の
ぼ
り
旗
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

村
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
10
月
９
日
、
村
体
育
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
村

内
の
女
性
た
ち
が
小
学
校
区
ご

と
・
年
齢
別
に
分
か
れ
て
、
優

勝
を
争
い
ま
し
た
。
競
技
で
は

33
歳
未
満
の
部
と
33
歳
以
上
の

部
２
部
門
に
計
10
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
っ

て
優
勝
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
、
ボ
ー
ル
を
１
回

で
も
多
く
つ
な
ご
う
と
、
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
競
技
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
競
技

の
結
果
、
上
位
成
績
は
次

の
通
り
で
す
。

◆
33
歳
未
満
の
部

①
江
刺
家
ト
マ
ト
ク
ラ
ブ

②
戸
田
レ
モ
ン
ズ

③
山
根

◆
33
歳
以
上
の
部

①
伊
保
内
１
区

②
江
刺
家
ト
マ
ト
ク
ラ
ブ

③
戸
田
レ
モ
ン
ズ

　

九
戸
政
實
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
交
流
大
会
が
10

月
13
日
、
村
総
合

運
動
場
陸
上
競
技

場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
政
實
公
に
ゆ

か
り
の
あ
る
11
市

町
村
か
ら
２
１
３

人
が
参
加
。
本
村

か
ら
も
37
人
が
出

場
し
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
和
や
か
に
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
、
32
ホ
ー
ル
の
合
計

打
数
に
よ
っ
て
順
位
を
競
い
ま

し
た
。
競
技
の
結
果
、
上
位
成

績
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

①
池
田
八
重
子
（
九
戸
村
）

②
内
田
剛
（
八
幡
平
市
）

◆
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

①
岩
泉
忠
治
（
八
戸
市
）

②
齋
藤
照
（
八
幡
平
市
）

総
合
優
勝

岩
泉
忠
治
（
八
戸
市
）

　

希
望
郷
い
わ
て
国

体
が
閉
幕
し
、
本
村

を
会
場
と
し
た
軟
式

野
球
競
技
会
も
滞
り
な
く
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
が
会
場
で
応

援
し
た
り
、
大
会
運
営
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

訪
れ
た
選
手
た
ち
も
満
足
そ

う
な
表
情
で
本
村
を
後
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
国
体
で
使
用
し
た

ま
さ
ざ
ね
く
ん
と
こ
く
っ
ち

の
イ
ラ
ス
ト
入
り
村
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ぼ
り
旗
を
、
村
民
の

皆
さ
ん
へ
記
念
品
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
11
月
末
日
ま
で
に

村
教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
３
０
４
）

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

村
学
校
保
健
会
講
演
会
が

次
の
通
り
行
わ
れ
ま
す
。
参

加
は
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
子
育
て
、
家
庭
教
育

の
た
め
に
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
11
月
28
日
（
月
）

　
　
　
午
後
２
時
50
分
〜

　
　
　
午
後
４
時
20
分

場
所　
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

講
師　
一
般
社
団
法
人　
日
本

　
　
　
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　
ト
協
会　
ア
ン
ガ
ー
マ

　
　
　
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ニ
ア　

　
　
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　
　
　
高
橋　
昭
三
氏

演
題　
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

　
　
　

ン
ト
を
上
手
に
活
用

　
　
　
〜
感
情
の
コ
ン
ト　

　
　
　

ロ
ー
ル
・
い
き
い
き

　
　
　
子
育
て
〜
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❖ 今月のおすすめ図書

　言いたかったありがとう。
言えなかったごめんなさい。
伝えられなかった大切な人へ
の思い。あなたに代って手紙
の代書を請け負います。鎌倉
市の小高い丘の上にある小さ
な古い文具店、雨宮家は江戸
時代から続く由緒正しき代書
屋なのだ。

ツバキ文具店
小川　糸　著／幻冬舎

坂の途中の家
角田　光代　著／朝日新聞出版

　刑事裁判の補充裁判員にな
った理沙子は、子どもを殺し
た母親をめぐる証言に触れる
うち、いつしか彼女の境遇に
自らを重ねていくのだった…
社会を揺るがした乳幼児の虐
待死事件と「家族」であるこ
との光と闇に迫る心理サスペ
ンス !!

　

１
学
年
担
任
・
数
学
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
担
当
の
永
井

哲
也
で
す
。

　

今
年
４
月
に
伊
保
内
高
校
に

赴
任
し
ま
し
た
。
赴
任
し
て
ま

ず
驚
い
た
こ
と
は
生
徒
の
礼
儀

や
あ
い
さ
つ
で
す
。
生
徒
一
人

一
人
が
立
ち
止
ま
り
あ
い
さ
つ

を
す
る
姿
を
見
て
、
大
き
な
感

動
と
同
時
に
素
晴
ら
し
い
学
校

に
赴
任
し
た
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
生
徒
や
保
護
者
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
接
す
る
こ
と
で
、

九
戸
村
の
文
化
や
地
域
の
温
か

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
食
事
で

は
か
っ
け
や
ひ
っ
つ
み
、柳
ば
っ

教
諭　

永
井　

哲
也　

成
長
を
実
感

と
な
ど
の
郷
土
料
理
、
文
化
で

は
伊
保
内
高
校
郷
土
芸
能
委
員

会
の
江
刺
家
神
楽
、
産
業
で
は

ブ
ロ
イ
ラ
ー
や
木
炭
の
生
産
と

九
戸
村
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

半
年
が
過
ぎ
、
一
番
何
を
感

じ
た
か
を
考
え
る
と
生
徒
の
成

長
で
す
。
１
年
生
で
言
え
ば
、

話
を
聴
く
・
期
限
厳
守
・
報
連

相
が
で
き
て
き
た
こ
と
で
す
。

こ
の
半
年
で
、
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
様

子
を
見
て
、
自
身
も
日
々
学
び

成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
生
徒
と
一
緒
に
学
び
、

共
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

九
戸
中
学
校
で
10

月
６
日
、
生
徒
会
役

員
選
挙
に
係
る
、
立

会
演
説
会
並
び
に

投
・
開
票
が
行
わ
れ
、

平
成
28
年
度
後
期
・

29
年
度
前
期
の
新
役

員
が
決
定
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
10
月

11
日
に
は
新
役
員
認

証
式
が
行
わ
れ
、
現

役
員
に
学
び
な
が
ら

新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
つ
く
ろ
う

と
意
欲
に
燃
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
10
日
の
生
徒
総
会
で
現

役
員
か
ら
新
役
員
に
引
き
継
ぎ

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
、
新
た

に
選
出
さ
れ
た
生
徒
会
新
役
員

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
生
徒
会
長　
下
川
原
一
将

◆
副
会
長　
尾
友
快
晟

　
　
　
　
　
中
道
要
介

◆
執
行
委
員　
山
下
さ
く
ら　

生徒会新役員が決定

尾
友
亜
美　

関
口
憲
斗　

佐
藤

壮
一
郎　
田
澤
愛
里
菜

◆
応
援
団
長　
古
舘
陽
音

◆
副
団
長　
七
戸
悠
斗

（
副
校
長　
野
田　
寛
）

選
挙
で
選
出
さ
れ
た
生
徒
会
新
役
員

３びきのかわいいオオカミ
ユージーン・トリビザス　文／富山房

　ある日３匹のかわいい
オオカミたちは広い世界
へ出ていくことになりま
した。お母さんは「悪い
大ブタには気を付けるの
よ」と言いました。オオ
カミたちはレンガの家を
作りましたが、悪い大ブ
タに壊されてしまいます。

ちょっとだけ　まいご
クリス・ホートン　作／ＢＬ出版

　巣から落ちて迷子に
なったちびフクロウ。
リスが代わりに探して
くれると言った。「ぼ
くのママはね、すごー
く大きいんだ。」ちび
フクロウのジェスチャ
ーをヒントにリスが探
してくれたのは？
※平成28年度新成人からの寄贈図書より



み
ん
な
の
健
康

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

㉄
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

果
物
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
栄
養
的
に
見
る
と
、
果
物
は
ビ
タ

ミ
ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
の
供
給

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
北
地
方
は
脳
卒
中
の
多
い
地
域
で

す
が
、
青
森
県
の
一
部
の
地
域
だ
け
脳

卒
中
の
死
亡
が
少
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
い
ず
れ
も
り

ん
ご
の
産
地
で
あ
り
、
り
ん
ご
を
よ
く

食
べ
て
い
る
人
に
高
血
圧
・
脳
卒
中
が

少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
調
べ
る
と
、
り
ん
ご
に
含
ま
れ
る
カ

リ
ウ
ム
が
高
血
圧
や
脳
卒
中
を
防
い
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

果
物
は
高
血
圧
・
が
ん
予
防
に
効
果
的
！

　
果
物
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
は
、

塩
分
を
体
の
外
へ
追
い
出
す
働
き
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
血
圧
を
改
善

し
、
脳
卒
中
を
予
防
す
る
の
で
す
。
カ

リ
ウ
ム
は
ア
ボ
カ
ド
・
バ
ナ
ナ
・
メ
ロ

ン
・
イ
チ
ゴ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
ほ

か
、
野
菜
や
イ
モ
類
・
豆
・
海
草
に
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
後
の
果
物
は
口
が
さ
っ
ぱ

り
す
る
、
水
分
を
補
う
、
酸
味
が
消
化

を
助
け
る
な
ど
の
効
用
が
あ
り
ま
す
が
、

胃
が
ん
予
防
の
た
め
に
も
一
役
買
っ
て

い
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
食
事
の

た
び
に
私
た
ち
の
胃
で
は
発
が
ん
物
質

が
発
生
し
て
い
る
と
聞
く
と
び
っ
く
り

し
ま
す
が
、
そ
れ
を
果
物
な
ど
に
含
ま

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
強
力
に
抑
え
て
く

れ
て
い
る
の
で
す
。
食
後
の
デ
ザ
ー
ト

の
果
物
は
、理
に
か
な
っ
た
食
べ
方
だ
っ

た
の
で
す
ね
。

　

と
は
い
え
、
果
物
に
は
果
糖
と
い
う

糖
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
食
べ

過
ぎ
る
と
砂
糖
や
ご
飯
を
取
っ
た
の
と

同
じ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
適

量
は
１
日
に
こ
ぶ
し
大
１
個
と
覚
え
て

お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
み
か
ん
な
ら

２
つ
、
り
ん
ご
な
ら
半
分
程
度
で
す
。

　

秋
の
お
い
し
い
果
物
、
健
康
の
た
め

に
上
手
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃 

）

　
近
年
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
医

療
費
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
頃
の
健
康

管
理
に
努
め
、
医
療
機
関
を
上
手
に
利

用
し
医
療
費
の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
健
康
が
第
一

　

医
療
費
の
節
約
に
は
健
康
で
あ
る
こ

と
が
何
よ
り
で
す
。
食
生
活
と
運
動
と

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
生
活
を
送

る
こ
と
を
心
掛
け
、
不
摂
生
な
生
活
を

し
て
い
る
と
き
は
見
直
し
、
健
康
な
体

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
早
期
発
見
と
早
期
治
療

　

健
康
管
理
に
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
重

要
で
す
。
村
や
職
場
が
実
施
す
る
定
期

的
な
各
種
検
診
は
必
ず
受
診
し
、
病
気

の
早
期
発
見
と
そ
の
治
療
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

◆
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方

　

同
じ
病
気
で
お
医
者
さ
ん
を
変
え
て

受
診
す
る
こ
と
（
重
複
受
診
）
や
、
必

要
以
上
に
薬
を
欲
し
が
る
こ
と
を
控
え

る
こ
と
で
、
医
療
費
を
節
約
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
重
複
受
診
は
、
初
診

料
や
検
査
料
、
薬
代
な
ど
の
医
療
費
が

か
か
り
ま
す
。
治
療
の
不
安
か
ら
重
複

受
診
し
ま
い
が
ち
な
人
は
、
治
療
で
気

に
な
る
こ
と
は
あ
い
ま
い
に
せ
ず
、
納

健
康
生
活
で
医
療
費
の
節
約
を

得
す
る
ま
で
担
当
医
師
に
質
問
し
、
治

療
の
不
安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
先
発

医
薬
品
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
て
か
ら
製

造
販
売
さ
れ
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
開
発
費
用
が
不
要
な
た
め
、
薬
の

主
成
分
や
効
能
は
同
じ
で
低
価
格
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
担
当
医
師
・
薬
剤
師

に
相
談
し
利
用
可
能
な
と
き
は
利
用
す

る
こ
と
で
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
ケ
ガ

　

交
通
事
故
な
ど
（
第
三
者
行
為
）
の

ケ
ガ
は
、
通
常
、
加
害
者
が
治
療
費
を

支
払
い
ま
す
が
国
保
を
使
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
医
療
費
を

国
保
が
立
て
替
え
た
後
に
加
害
者
に
請

求
す
る
た
め
、
国
保
担
当
に
届
け
出
を

す
る
こ
と
が
法
令
で
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
届
け
出
に
は
印
鑑
と
保
険
証
と
人

身
事
故
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
加
害
者
と
示
談
す
る
と
き
に

は
十
分
考
え
て
か
ら
決
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
万
が
一
に
備
え
、
自
分
や

家
族
を
守
る
た
め
運
転
手
は
任
意
保
険

に
も
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
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０
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４
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11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
第
７
分
団
管
轄
に
お
い
て
、

一
般
家
庭
の
防
火
指
導
を
行
い
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
気
温
も
低
く
な

り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使

う
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。
身
の
周
り

を
も
う
一
度
点
検
し
、
一
人
一
人
が
火

災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

村内の火災・救急（９月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 ± ０件
救 急 25 件 239 件 ＋ 24 件

消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で

◆
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度
と
は
、
通
り
魔

犯
罪
な
ど
の
不
慮
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ

て
、

⃝

亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族

　
（
遺
族
給
付
金
）

⃝

重
大
な
負
傷
や
疾
病
を
受
け
た
人

　
（
重
傷
病
給
付
金
）

⃝

身
体
に
障
害
が
残
っ
た
人

　
（
障
害
給
付
金
）

に
対
し
、
国
が
見
舞
金
と
し
て
給
付
金

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
警
察
本
部
県
民
課
被
害
者
支

援
室
（
☎
０
１
９-

６
５
３-

０
１
１
０
）

ま
た
は
二
戸
警
察
署
（
☎
29-

０
１
１
０
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
犯
罪
被
害
相
談
窓
口

　

県
警
察
本
部
で
は
、
以
下
の
犯
罪
被

害
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

⃝
犯
罪
被
害
相
談
一
般

☎
０
１
９-

６
５
３-

０
１
１
０

⃝

性
犯
罪
被
害
相
談

☎
０
１
２
０-
７
９
７
８
７
４

⃝

ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
・
コ
ー
ナ
ー

☎
０
１
９-

６
５
１-
７
８
６
７
、
☎

犯
罪
被
害
者
の
相
談
は
こ
ち
ら
へ

村内の交通事故（９月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 － 2 件
物損事故 5 件 42 件 － 18 件
負 傷 者 0 人 0 人 － 2 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 722日
（9月30日現在）

０
１
９
７-

65-

２
４
０
０

◆
い
わ
て
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
（
公
社
）
い
わ
て
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
被
害

を
受
け
た
人
や
そ
の
家
族
の
人
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⃝

事
件
や
交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
専

用
電
話

☎
０
１
９-

６
２
１-

３
７
５
１

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

⃝

性
暴
力
等
被
害
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
９-

６
０
１-

３
０
２
６

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前
10
時
30
分

～
午
後
５
時
）

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
将
来
の
生
活

設
計
を
考
え
て
い
た
だ
く
日
と
し
て
、

11
月
30
日
を
年
金
の
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
、
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン

で
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間

　

日
本
年
金
機
構
は
、
毎
年
11
月
を
ね

ん
き
ん
月
間
と
位
置
付
け
、
国
民
の
皆

さ
ま
に
公
的
年
金
制
度
を
身
近
に
感
じ
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
窓

口
を
開
設
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
普

及
・
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

◆
11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

国
民
一
人
一
人
が
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 11月１日㊋ 11月７日㊊ 11月14日㊊
空 き 缶 11月15日㊋ 11月21日㊊ 11月22日㊋
粗 大 ご み 11月８日㊋
紙・プラ類 11月10日㊍ 11月16日㊌ 11月24日㊍

ごみ収集日 11 月

  防災行政無線
情報伝達訓練

　地震・津波や武力攻撃に備え、
情報伝達訓練を行います。
■日時　11月29日（火）
　　　　午前11時ごろ
■訓練内容　防災行政無線にて試
験放送
■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線167）

お詫びと訂正
　広報くのへ10月号７ページの
「畜産まつり」の記事で、表記に
誤りがありました。黒毛和種の
村長賞に大崎喜孝とあるのは正し
くは大崎善

・
孝さんです。乳用牛の

第４部・優秀賞に馬渕秀樹さんと
あるのは正しくは馬渕英

・
樹さんで

す。お詫びして訂正します。

①職種②就業場所③年齢④基本給⑤資格など

◎10月14日現在の求人情報から掲載して
います。求人に関するお問い合わせは、ハ
ローワーク二戸（☎23-3341）まで。求人
情報は役場ロビーでも配布しています。

求人情報
■社会福祉法人  九戸福祉会
①介護職員（正社員以外）②九戸
村③18歳以上④149,000円～177,000
円⑤普通自動車免許一種、ホーム
ヘルパー２級または介護職員初任
者研修修了者、雇用期間６カ月
■大上ＮＯＲＩＮ
①ガソリンスタンドスタッフ
（パート労働者）②九戸村③不問
④716円⑤普通自動車免許一種、週
３日程度
■株式会社  新盛建設運輸  九戸営業
所
①鶏舎清掃作業員（除糞）（正社
員）②九戸村など③69歳以下④
190,900円～220,800円⑤中型自動車
免許、試用期間３カ月
■有限会社  竹村商事
①ブロイラー・生鳥処理作業員
（正社員）②九戸村③不問④
169,670円～181,700円⑤普通自動車
免許一種
■大崎運輸  有限会社
①捕鶏作業員（正社員）②九戸村
など③18歳～64歳④165,600円～
184,000円⑤普通自動車免許一種、
試用期間３カ月
■中央工軌  有限会社
①作業員（正社員）②二戸市③18
歳以上④147,000円～252,000円⑤普
通自動車免許一種、試用期間３カ
月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

11 ６ 浄法寺診療所 38-2021 11 ６ 宮沢歯科医院 46-2953

13 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 13 ますだ歯科クリニック 26-8282

20 松井内科医院 33-2201 20 菅原歯科医院 27-3301

23 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 23 國香歯科医院 23-2764

27 川村医院 23-3252 27 国香歯科医院 23-2223

  台風10号災害義援金
ありがとうございます

　岩手県台風10号大雨等災害義援
金として、日本赤十字社岩手県支
部九戸村分区の窓
口に届けていただ
いた方々を紹介し
ます。（10月 25日
現在・敬称略）
　円通寺募金　　　  　107,231円
　関口誠治　　　　　　20,000円
　細屋自治会　　　　　50,000円
　ご協力ありがとうざいさまいた。
義援金は、岩手県に設置された義
援金配分委員会を通じて、全額が
被災者に届けられます。　
■問い合わせ　
　住民生活課地域福祉班（☎42-
2111内線201）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  習字や絵はがき
作品展を開催

　小・中学生から募集した「税に
関する習字」および「税に関する
絵はがき」の作品展を開催します。
■日時　12月２日㊎
　　　　　  ～８日㊍午前中まで
■場所　村役場税務会計課前
■問い合わせ　
　二戸税務署（☎23-2701）

  高齢者・障がい者
なんでも１１０番

　高齢者・障がい者が日頃抱える
問題解決に資するため、弁護士・
社会福祉士などによる無料の合同
相談会があります。
■日時　11月16日㊌
　　　　午後１時～午後５時
■場所　県福祉総合相談センター
■内容　高齢者・障がい者その家
族、関係者からの法律・介護・福
祉サービス・年金など幅広い相談
に電話および面接にて応じます。
■電話　☎019-625-0110
■問い合わせ　東海林法律事務所
（☎019-623-9511）

  年末調整事務説明会
　平成28年分の年末調整関係事務
の説明会を開催します。出席の際
は、10月下旬に送付している年末
調整関係書類を持参してください。
■日時　11月17日㊍
①午前10時15分から正午まで
②午後１時45分から午後３時30
分まで
■場所　二戸市民文化会館
■問い合わせ　
　二戸税務署（☎23-2701）

  法廷調書へ必要
マインバーの記載

　マイナンバー制度の導入により、
平成28年１月１日以後に支払いが
確定した報酬や不動産の貸借料な
どの支払いに関する法廷調書には、
支払いを受ける個人の氏名や住所
のほか、マイナンバー（個人番号）
の記載も必要となりました。詳し
い内容は国税庁ホームページをご
覧ください。
■アドレス　www.nta.go.jp
■問い合わせ　
　二戸税務署（☎23-2701）

編集後記
◆いわて国体も閉幕し、本村での軟
式野球競技も無事終わりました。ボ
ランティアで支援してくれた皆さん、
花いっぱい運動でおもてなしをして
くれた皆さん、ありがとうございま
した。◆バレーボールに出場した橋
本卓也君を見てきました。やはり輝き
やオーラに満ち溢れていました。◆
今まで国体を盛り上げてくれた皆さ
ん、ありがとうございました。（下村）

人のうごき
（平成28年10月1日現在）

●人　口　　６，０９２　人  　（ー６）
　　男　　　 ２，９３１　人　  （ー６）
　　女　　　 ３，１６１　人  　（±０）
●世帯数　　２，１７２世帯　　（±０）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　４　人 　 （８８人）
　 転　 出　　　 　６　人  （１０８人）
　 出　 生　　 　　２　人  　（２３人）
　 死　 亡　　　 　６　人  　（６５人）

（カッコ内は１月からの累計）

  突撃！隣のおみそ汁
　県では一般家庭を訪問し、みそ
汁の塩分濃度を量る活動をしてい
ます。村でも地区の食生活改善推
進員が近所を訪問し、適切な塩分
を知る取り組みをします。訪問の
際には、前もって声を掛けますの
で協力をお願いします。
■実施期間　11月～２月頃
■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班（☎42-2111内線122）
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国
民
体
育
大
会
・
２
０
１
６
希

望
郷
い
わ
て
国
体
が
10
月
１
日
か

ら
開
か
れ
、
本
村
で
は
２
日
、
ナ

イ
ン
ズ
球
場
に
て
軟
式
野
球
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦
の
２
試
合
が
行
わ
れ
、

埼
玉
と
福
岡
、大
阪
と
新
潟
の
チ
ー

ム
が
そ
れ
ぞ
れ
試
合
を
行
い
ま
し

た
。

　

試
合
前
の
開
始
式
の
後
に
は
、

村
内
の
園
児
が
国
体
ダ
ン
ス
を
披

露
。
村
内
保
育
園
の
年
長
児
32
人

が
集
ま
り
わ
ん
こ
ダ
ン
ス
を
踊
り
、

選
手
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

球
場
に
は
、
県
外
か
ら
も
多
く

の
観
衆
が
詰
め
か
け
、
レ
ベ
ル
の

高
い
１
投
１
打
に
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
村
内
の
小
中
学
校
、

高
等
学
校
は
全
校
参
加
に
よ
る
応

援
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
別
々
で

は
な
く
、
学
校
を
超
え
て
、
小
中

学
校
、
高
等
学
校
が
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒

た
ち
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
を

両
手
に
持
ち
、
リ
ズ
ム
よ
く
応
援

し
て
い
ま
し
た
。
応
援
は
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
な
り
、
選

手
た
ち
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

試
合
は
２
試
合
と
も
息
を
飲
む

投
手
戦
と
な
り
、
緊
迫
し
た
接
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
お
も
て
な
し
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

試
合
終
了
後
に
は
お
振
る
舞
い
を

実
施
。
松
茸
ご
飯
と
香
茸
ご
飯
、

ち
ま
き
de
甘
茶
と
鶏
肉
の
唐
揚
げ
、

き
の
こ
の
ひ
っ
つ
み
の
４
品
が
無

料
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
無

料
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
が
楽
し
そ
う

に
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
選
手
が
帰
る
と
き
に

は
、
応
援
し
て
い
た
小
学
生
た
ち

が
見
送
り
に
出
向
き
、
感
謝
と
激

励
を
伝
え
ま
し
た
。

い
わ
て
国
体
を
開
催

笑
顔
で
歓
迎

　
振
る
舞
い
盛
況

161616

村内の年長園児 32人が、開始式の後にわんこダンスを踊り選手たちを歓迎しました

白熱した投手戦が展開されました 振る舞い（上）には行列ができました

16

村内、全校児童・生徒が大きな声援を送りました


